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森林の炭素収支を推定する方法としては、 1)個葉の活性を群落全体にインテグレートして

すいていする、 2)群落の動態を測定して推定する、 3)フラックスを直接測定する、の 3通

りが可能である。ここでは、 2)の方法で推定した収支とその空間的・時間的変動について報

告する。

<方法>

1993年に設定した8ha(ウオークウェイ周辺)、 2000年に設定した4ha(クレーン周辺)で、直

径10cm以上の樹木をマーキング、同定し(永益)、胸高周囲を皿単位で測定した。 8haでは1993，
1997， 2001年に、 4haでは2001， 2002年に測定を行い、この間の樹木の成長量をアロメトリー式

(山倉、カリマンタンの熱帯雨林で得られた推定式)を用いて推定した。

<結果>

8haプロットのデータでは、 1993-97年には8.6 t ha-1yc1の地上部現存量の増加があったが、 1998
年に今世紀最大のエルニーニョで異常乾燥が起こり、 1年間でそれまでの4-6倍の死亡速度で樹

木が枯れた (Nakagawaet al. 2000)。その結果、 1997-2001では地上部現存量は4.5t ha-1yr-1 

減少した。現存量の50%を炭素とすると、この林は、 1993-97年には4.3t ha-1yr-1の吸収源と

して働いたことになるが、 1997-2001以降、 9.0t ha-1の炭素が、分解の進行にあわせて放出さ
れていることになる。

一方、クレーン周辺の地上部現存量は2000年現在で530tha-1であり、炭素換算で265t ha-1 

に相当する。地上部現存量は2000-2001年の1年間で6.4t haサr-1増加

炭素換算で3.2t ha-1yr-1の吸収速度に相当する。地下部の現存量を地上部の10%とし、地上部

に比例した成長があったとすると、 3.5t ha匂r-1の吸収がおこったと推定できる。また、 20m
メッシュでの空間分布にはばらつきが大きく、新しく倒木した場所で現存量の減少が大きい。

大木が死亡しなかった場所では炭素の吸収、倒木が起こった場所では緩やかな放出が起こって

いる。

なお、 4haでのリター(葉)は、 5.1 (3. 7) t ha-1yr-1であった。
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